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災害等情報（詳報） 
 

鉱 種：石灰石 鉱山の所在地：栃木県 

 
災害等の種類： 
坑外・転倒 

 
発生日時： 
令和２年１２月８日(火) 

１０時００分 

罹
災 
者
数 

死 重 軽 計 

 １  １ 

罹災者（年齢、職種、直轄・請負の別、勤続年数、うち担当職経験年数）： 
５２歳、袋詰め作業員、直轄、勤続年数・担当職経験年数：３年３ヶ月 

罹災程度： 
左手首骨折（左尺骨茎状突起骨折、左椀骨遠位端関節内骨折）（加療１ヶ月） 

【概要】 

罹災者は、災害発生当日午前５時５７分に会社に出勤し、当日出荷する製品の出荷
準備作業の後、午前８時頃から生石灰フレコンの梱包作業場に移動して、罹災者を含
め３名で、顆粒苦土生石灰を５００ｋｇのフレコンバッグに充填・計量する作業を行
っていた。 
午前１０時頃、計量が終了したフレコンバッグをストックスペースまで天井クレー

ンで移動し、フックから釣り紐を外すためストックスペースに置いたフレコンバッグ
のところに向かおうと、フロアに敷いた雨水よけ用のパレットの上を歩行していたと
ころ、パレット間の約４ｃｍの段差につまずいて転倒し、左手を突くような状況で罹
災した。 
なお、罹災当時、罹災者は定められた保護具（ヘルメット、保護めがね、安全靴、

防じんマスク）を着用しており、施設内の照度は適切であった。 
 
 

【原因】 
・移動中にパレット間の段差につまずいて転倒した。 
・フロアに敷いていたパレット間に段差があった。 
・フックを外す作業に気を取られ、前方のフレコンを見ていて、足元を見ていなか
った。 

 
【対策】 
・フロアのパレットを同一規格とする等、段差解消の検討をする。 
・保安教育の実施（類似災害の対策を参考）。 
・現況調査実施済み。評価結果に基づき、再教育を実施予定。 
 
【参考情報等】 
○作業上考えられるリスク、ヒヤリハットなどの情報の共有を図る仕組みを徹底
し、有効に機能させましょう。 

○作業手順等を遵守しましょう。 
 
【お問い合わせ先】 
関東東北産業保安監督部 鉱山保安課 阪西、駒木根、宮瀬 
電話番号：０４８－６００－０４３７ 
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写真：災害発生箇所状況 

 

500kg フレコン 
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災害発生箇所見取図 

移動前罹災者位置 

罹災 転倒 場所 
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